
 

児童相談所関連研修「児童虐待への対応」 

【 日 時 】 令和２年８月２０日（木）・２１（金）  ９：００ ～ １７：００ 

【 会 場 】 特別区職員研修所 

【受講者数】 ６５名 

【 講 師 】 

・千葉県柏児童相談所 職員 

・世田谷区児童相談所 職員 

・千葉明徳短期大学 保育創造学科 教授 佐藤 隆司 氏 

・北区 子ども家庭支援センター 職員 

・葛飾区 子ども総合センター 職員 

【研修内容】 

＜目的＞ 

 児童虐待への知見を深め、被虐待児童への対応と保護者に対する支援策の考

察や事例討議を通じ、児童虐待に的確に対応することができる能力の向上を図

る。 

＜内容＞                       

①児童虐待の現状と課題 

②虐待を受けた子どもの心理と対応 

③支援を必要とする保護者の心理と対応 

④児童相談所、子ども家庭支援センターの実際と連携 

⑤事例研究                      <講義の様子> 

【受講生の声】 

・区に設置されていく児相のあり方について、時代や状況に合わせた変化を取

り入れていく必要があると感じました。 

・毎日指導を受けて業務を行っていますが、初心者特有の霞がかかった部分が

晴れた感じです。仕事の推進力をいただいた感じです。 

・虐待という重いテーマの中にも笑いがあって楽しく参加させていただきま

した。「毅然とした態度とは折れないこと」というのは心に残っています。 

・保育士という立場で何ができるのか改めて感じ考えることができる場とな

りました。 

・面接のやり方も参考になり共に家族育て、家族支援をしていけるようになり

たいです。 

・事例、写真等まじえて現場の生の声を聞くことができ、イメージしやすかっ

たです。 



 

 


